
科目区分 専門分野 授業科目 地域・在宅看護方法論Ⅳ 

講師名 水戸 優子 実務経験の有無        有 

単位数（時間） 1単位（15時間） 開講年次 3年次 前期 

講義の概要 

＊講師からの 

メッセージ 

在宅看護ではその方が必要とするサービスの調整が必要になります。

その為、様々な職種のとの連携を図り関わることが大切になってきま

す。介護保険・医療保険制度の理解も必要です。 

目的：看護の対象者が自立して暮らすことができるための支援を学ぶ。  

教育目標：１）多様な場における人々の生活を継続的に支援する能力を養う。 

 

回 時間 講 義 内 容 

1 2 A 地域・在宅看護マネジメン

トとは～第 6章～ 

マネジメントの考え方ととらえ方につ

いて 

2 2 多様な場における地域・在宅

看護マネジメント 

病棟で行う地域・在宅看護マネジメン

ト「退院支援」 

3 2  外来における地域・在宅看護マネジメ

ント 

4 2 介護保険制度上の地域・在宅

看護マネジメント 

介護保険制度上の地域・在宅看護マネ

ジメント業務にかかわる看護職 

5 2  居宅介護支援事業所で働く介護支援専

門員が行う地域・在宅看護マネジメン

ト 

6  2   地域包括支援センターの看護師・保健

師が行う地域・在宅看護マネジメント 

7 2 ～第 7章～ 地域・在宅看護活動の創造と展開例 

8 1 単位認定試験 筆記試験 

講義方法 講義・（演習） 

評価方法 筆記試験 100点 

テキスト ・医学書院：系統看護学講座 専門分野 地域・在宅看護論 2地域・

在宅看護の実践 

 

 


